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神奈川県保健医療計画 進捗状況評価調書 

 

 

 

 

とりまとめ担当課：保健福祉局保健医療部医療課  

 

１ 課題に対する平成 26年度の取組実績 

 

２ 参考指標の推移 

 

３ 課題ごとの進捗状況の評価 

（１）診療情報提供の推進 

（１） 診療情報提供の推進 

 
→医療安全相談センターにおいて、患者やその家族からの相談に対し、問題解決へ向けての

アドバイスを日常的に行っている。（相談件数 1,901件） 

（２）治療の選択肢の多様化 

 

→３医科大学において、県民向けに漢方に係る講座を計３回実施し、県民に対して東洋医学

に係る知識の普及啓発を行った。 

 

→新たに県立がんセンターに、漢方サポートセンターを開設し、漢方診療、栄養サポート、

相談・紹介、東洋医学への理解の推進を行った。 

 

取組 

区分 

指標 

区分 
指標名 単位 

神奈川県 
出典等 

H24年度 H25年度 H26年度 

 

 

 

    

 

  

評価 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ 

評価分析 

・問題解決へ向けての適切な情報提供が行われており、患者本人が医療機関か

ら提供される情報をよく理解し、主体的に考えて自己決定できるように努めて

いる。 

評価理由 
 患者が医療に関する適切な選択が行えるように医療安全相談センターにおけ

５事業５疾病用 

＜項目＞ 

第６章 患者の視点に立った質の高い医療体制の整備  

第４節 県民・患者の医療に関する選択支援 
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（２）治療の選択肢の多様化 

 

 

４ 総合評価 

評価 評価理由 

Ａ 
  医療安全相談センターにおける情報提供が患者の医療に関する適切な選択の一

助を担っており、また、県民向けに漢方に係る講座を実施するなど、県民・患者

に対する医療に関する選択支援の課題については、課題解決に向けて着実に進捗

している。 

 

５ 特記事項 

る情報提供を着実に進めている。 

今後の取組み

の方向性 

・引き続き、患者に対して必要な情報が提供されるように医療安全相談センタ

ーにおいて診療情報の提供を推進していく。 

評価 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ 

評価分析 

・漢方など東洋医学による治療を実践する漢方診療の実施体制を充実するた

め、「漢方サポートセンター」を開設し、院外の紹介患者を受け入れるなど充

実強化に努めている。 

評価理由 
 漢方など東洋医学による治療を実践する漢方診療の実施体制を充実し、着実

に取組みを進めている。 

今後の取組み

の方向性 

・引き続き、東洋医学を推進することにより、副作用の抑制やＱＯＬ（生活の

質）の向上などがん患者の治療法の選択の拡大を図っていく。 

 

 

 

 

 


